



















　ILO は 1919 年，第一次世界大戦を終結するために結ばれましたベルサイユ条約によって，国際
連合の前身である League of Nations（国際連盟）とともに設立されました。今から 4 年後の 2019








して，3000 人近くのスタッフがいます。そのほかに，世界の約 100 カ国で常時 800 近い技術協力
プロジェクトが行われています。








国連開発計画（UNDP）に入り，経営管理・財務関連部門のポストを歴任。1998 年 ILO 本部入局。財務会計部長，
















　年に 1 回の国際労働総会は，政労使の代表たちによって，ILO の最高意思決定がなされるところ
であり，ILO の国会のようなものです。毎年ジュネーブの本部で開かれており，今年の第 104 回総
会は 6 月 1 日〜 13 日に開催され，約 4500 人の政労使の代表が集いました。
　総会の冒頭では，ガイ・ライダー事務局長が「ILO 創設 100 周年イニシアチブ」と題した報告書
を基に演説を行いました。演説では仕事の未来に関するハイレベル会合を設置して，報告書を作成


















　第 3 に，社会的保護の戦略目標についての議論です。これは 2008 年に採択された「公正なグ
4 大原社会問題研究所雑誌　№690／2016.4
ローバル化のための社会正義に関する ILO 宣言」に掲げる 4 つの柱についてフォローアップを行っ
たものです。グローバル化の進展，インフォーマル経済や非典型雇用の拡大などに対応した社会的
保護の在り方について議論が行われました。その結果，最低賃金の適切な設定と適用，長時間労働
の縮減，職場の暴力への対応，出産・育児期間の女性の保護，ILO による技術支援などを内容とす
る結論文書が採択されました。
　以上の討議に加え，サイドイベントとして，「気候変動と仕事の世界」をテーマに，仕事の世界
サミットが行われました。ここでは政労使ハイレベル・パネル討議に加え，2014 年のノーベル平
和賞受賞者であるカイラシュ・サティアルティ氏，フランスのオランド大統領，パナマのロドリゲ
ス大統領などの特別演説が行われました。
　以上が第 104 回国際労働総会の概要となります。ありがとうございました。（拍手）
